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日時 平成30年7月5日（木）10:00～11:30

会場 富山河川国道事務所 ３F大会議室

構成機関（順不同）

【行政】北陸地整建政部/富山河川国道事務所、富山労働局、富山県土木部/教育委員会
【教育】富山大学、富山県立大学、富山工業高校、桜井高校、高岡工芸高校、南砺福野

高校
【業界】 日建連北陸支部、富山県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、富山県測量

設計業協会、富山県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部

【オブ】黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、伏木富山港湾事務所

○ 今年度第１回目となる富山県部会を平成30年7月5日（木）に開催。 昨年度の協
議会での課題を議論し、本年度の体制・活動予定等について情報を共有した。

○ 意見交換では、教育機関より県外出身者の県内の県内定着の取組、業界各機関よ
り富山大学都市・デザイン学科との協力や今後の活動に向けた提案 等があった。

○ H30も引続き、県内産学官の関係者の連携のもと活動を進めていくことで合意。

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.7.5）開催概要

開催状況開催概要

会員からの主な発言

・建設系以外の学生などにも、業界に入りやすくしていく必要がある。

・測量業は20代、30代が少ない。測量設計の業務内容を知る機会が減少して
いるため。高校生等にPRが必要。

・建設関係に対する魅力が上がってきている。今後もPRが必要。

・現場見学会に参加し、業界に対して魅力を感じている生徒もいる。生徒によ
り多くの情報を与えてほしい。

・進路の中で、求人に対し送り出す生徒の数が足りないのであれば、方向性を
変える必要がある。分析が必要。

意見交換状況

部会長挨拶
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北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.7.5）開催概要
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日時 平成30年12月27日（木）10:00～11:30

会場 富山河川国道事務所 ３F大会議室

構成機関（順不同）

【行政】北陸地整建政部/富山河川国道事務所、富山労働局、富山県土木部/教育委員会
【教育】富山大学、富山県立大学、富山工業高校、桜井高校、高岡工芸高校、南砺福野

高校
【業界】 日建連北陸支部、富山県建設業協会、建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会北陸支部、富山県測量

設計業協会、富山県地質調査業協会、日本道路建設業協会北陸支部

【オブ】黒部河川事務所、立山砂防事務所、利賀ダム工事事務所、伏木富山港湾事務所

北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.12.27）開催概要

開催状況開催概要

会員からの主な発言

・県内の求人に対し送り出す生徒の数が不足している。県外出身学生を県内に
定着させる施策が必要。

・生徒への技能講習への参加希望者が多い。生徒が参加しやすい環境の整備が
必要。

・担い手確保，育成のため、産官学共同した働き方改革への取組を実施する必
要ある。

・女性技術者を増やすために、待遇や福利厚生が大事。

・建設フェアは初の富山開催となるので期待している。

意見交換状況

部会長挨拶

○ 平成30年12月27日に第２回富山県部会を開催し、各機関のH30年度取組状況の報告・次年度
の取組・連携協力体制について意見交換を実施した。

○ 建設系企業への就職のために、働き方改革の必要性や生徒の進路に影響を与える保護者への取
組の充実等の課題があがった。

○ 担い手の県内定着に向け、県外からの学生へ富山の魅力を理解してもらうことも重要等の意見
が出された。

○ 引き続き、産学官の関係機関の連携のもと平成31年度も取組を進めていくことで合意した。
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北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会 富山県部会（H30.12.27）開催概要
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